
令和６年４月２２日

半田川田第１雨水幹線 藤方第２雨水幹線波瀬川排水区 上浜排水区(桜橋ポンプ場)

波瀬川排水区に新たな雨水ポンプ場を整備

上浜排水区(桜橋ポンプ場)の老朽化設備を改築

大規模雨水処理施設整備事業



事業の経緯

平成３０年３月

社会要請や地域の事業にあわせ、経済的かつ迅速に浸水被害を最小化する取組を
推進するため 『津市雨水管理総合計画』 を策定
計画期間：令和元年度～令和１０年度 事業費：１０年で１００億円

令和元年の台風１９号等の被害を踏まえ、大規模な雨水処理施設について、
計画的な整備や適切な機能確保を図るため、集中的に支援する個別補助事業制度
（大規模雨水処理施設整備事業）が創設

令和２年度
国の支援

令和３年４月

個別補助事業制度 令和３年度 事業採択。
慢性的な浸水被害が発生している半田川田排水区、藤方第二排水区を前倒し
事業費：１０年で１００億円から１４０億円へ事業費を拡大

令和６年４月

令和６年度 大規模雨水処理施設整備事業として
一志地域（波瀬川第六・第七排水区）に雨水ポンプ場整備事業、上浜排水区の桜橋
ポンプ場の老朽化対策事業が事業採択

令和５年３月
津市雨水管理総合計画

改定

新たな浸水対策事業を追加、一志地域（波瀬川第六・第七排水区）を重点対策地区
に位置付け。事業費：１０年で１４０億円から１６０億円へ事業費を拡大



有効な財源の活用

(うち津市2億5,905万円)
採択事業数70
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個別補助制度の拡充により整備の加速化 計画的・集中的な浸水対策を実施する新たな財源を活用

 個別補助制度（大規模雨水処理施設整備事業）
採択要件 ①概ね10年以内で完了②総事業費5億以上

(前年比増減率-6%) (前年比増減率-16%) (前年比増減率-10%) (前年比増減率2%)

補正予算

当初予算

補正予算

当初予算

(うち津市4億6,507万円)
採択事業数130

(うち津市10億2,413万円)
採択事業数158採択事業数50

(前年比増減率104%) (前年比増減率42%) (前年比増減率41%)

 防災・安全交付金（国土交通省予算）



事業計画

重点対策地区（排水区） R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

①上浜 設計 工事

②栗真町屋 設計 工事 完了

③橋内東部第二 設計 工事 完了

④半田川田（個別補助） 工事

⑤阿漕 設計 工事

⑥天神 工事

⑦北部第一 工事・完了

⑧野村第二 工事・完了

⑨野村第一 設計 工事 完了

⑩相川上流 設計 工事

⑪藤方第二（個別補助） 設計 補償 工事

⑫長浜・伊倉津 設計 工事・完了

⑬志登茂川上流第二 設計 設計 工事

⑭安濃川上流左岸第二 設計 工事 完了

⑮波瀬川第六・第七
（個別補助）（一志地域）

事業計画 設計 工事

排水区 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

桜橋ポンプ場
（個別補助）

設計 工事

※一般地区とは、下水道計画区域の
重点対策地区以外の区域

浸水対策（事業費約１６０億円）
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( 凡 例 )

重点対策地区

一般地区

浸水想定区域
老朽化対策 (事業費約１５億円)

個別補助事業制度の活用
防災安全交付金等の活用



事業費と財源の推移

財源 R1実績 R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6予算
合計

（財源割合）

個別補助
（大規模雨水処理施設整備

事業）
--- --- 2.6億円 4.7憶円 10.2憶円 7.4億円

24.9億円
（25.3％）

交付金（防災・安全交付金） 3.0億円 6.9億円 3.4億円 0.6億円 1.6億円 0.1億円
15.6億円
（15.8％）

起債 4.3億円 8.4億円 9.4億円 9.6憶円 14.0憶円 8.7億円
54.4億円
（55.3％）

一般財源 0.6億円 0.3億円 0.4億円 0.5億円 1.2億円 0.5億円
3.5億円
（3.6％）

合計額 7.9億円 15.6億円 15.8憶円 15.4億円 27.0億円 16.7億円 98.4億円



一志地域（波瀬川第六・第七排水区）の浸水対策

一級河川波瀬川
高野井取水

高野団地

雲出川水系流域治水プロジェクトが進められるなか、中部地方整備局内 『初』の事業 として、
令和５年３月３１日に特定都市河川流域の指定を受け、津市の担うべき浸水対策事業を推進

個別補助事業制度を活用し、水路の立体交差による排水不良の解消、
国の堤防整備に合わせ適時雨水ポンプ場整備など継続して浸水対策事業を推進

事業内容

一級河川波瀬川の水位が高いと自然流出
できず、低平な地形の内陸部で浸水が発生
するため、雨水ポンプ場を築造し、強制的に
排水を行う。
‣ （仮称）波瀬川第六雨水ポンプ場築造
Φ１,２００mm２基

‣流入・放流渠の整備

事業期間

令和６年度～令和１１年度

総事業費

約１７億円
（仮称）波瀬川第六雨水ポンプ場

排水不良の解消

浸水箇所

水路

令和６年度
採択事業

（仮称）波瀬川第七雨水ポンプ場



上浜排水区(桜橋ポンプ場)の老朽化対策

持続可能な下水道事業の実施を図るため、明確な目標を定め、施設の状況を客観的に把握し長期的な
施設の状態を予測しながら津市下水道ストックマネジメント計画に基づき、計画的かつ効率的に管理

個別補助事業制度を活用し、標準的な耐用年数を経過し老朽化が進行している雨水処理施設の
改築を計画的かつ効率的に継続して老朽化対策事業を推進

津駅

1号ポンプ設備

自家発電施設

沈砂池設備

桜橋ポンプ場

事業内容

運用を開始して５０年以上経過し
桜橋ポンプ場の老朽化が進行。
雨水排水機能を適切に確保するため
ポンプ設備など改築を行う。
‣ １号ポンプ φ２,０００mm １基
‣ 自家発電設備 １基
‣ 沈砂池設備 ２基

事業期間

令和６年度～令和１１年度

総事業費

約１５億円

令和６年度
採択事業



進行中の個別補助制度①

半田川田排水区

近
鉄
線

岩田池

Ｐ

半田川田ポンプ場

浸水対策面積 111.7ha

対策済分 18.2ha

未対策分 93.5ha R6年度実施

施工済

令和６年度予算額 ４億３,８９０万円

半田川田第１雨水幹線築造工事（その２）

工 期：令和４年１２月７日～令和７年１２月１日
（４年継続工事の３年目）

進 捗：令和６年度施工
推進工φ２,２００mmＬ＝５６m （253m施工済）

φ１,２００mmＬ＝１１５m
シールド工φ２,２００mmＬ＝２６８m

▶近鉄軌道敷下の掘進に着手

半田川田第２雨水幹線築造工事

工 期：現在公告中（３年継続工事の１年目）
▶新たに３か年の継続工事として着手

R6年度以降

事業期間 令和元年度～令和８年度

総事業費 約４８億円



進行中の個別補助制度②

藤方第二排水区

津市モーター
ボート競走場

御殿場
海岸

浸水対策面積 196.6ha

対策済分 0ha

未対策分 196.6ha

R6年度実施

令和６年度予算額 ９億４,７００万円

藤方第２雨水幹線築造工事

工 期 ： 令和４年８月１２日～令和９年１月３０日
（５年継続工事の３年目）

進 捗 ： 令和６年度施工

シールド工φ３,４００mm Ｌ＝１,５１７m
※貯留管（貯留量１３,７００ｔ）として活用

▶ 大口径 （φ３,４００mm） の掘進に着手

事業期間 令和元年度～令和８年度

総事業費 約５７億円



藤方第二排水区における掘進着手

 令和４年度より工事に着手しシールド工法
にて雨水幹線を築造するため、施工ヤードの
確保、掘進機の製造など準備を進め、
令和６年４月２６日から掘進機を発進

藤方第２雨水幹線

発進立坑

【 全体図 】

到達立坑

※国土交通省HPから引用【 シールド工法概略図 】

掘進機の発進式

日 時 令和６年４月２６日(金)

午前１０時３０分～

場 所 藤方雨水幹線工事所（津インクル隣）

主催者 奥村・藪・北嶋特定建設工事共同企業体

出席者 工事関係者、地元自治会関係者、
津市長ほか

【問い合わせ】
藤方雨水幹線工事所（担当：奥村組秦）
電話： 059-253-7350

ハタ



問い合わせ

上下水道事業局
下水道工務課工事担当
〒514-0073 津市殿村5番地
ＴＥＬ：059-239-1033
ＦＡＸ：059-239-1037



令和６年度津市職員採用試験
（６月試験）を実施

令和６年４月２２日

令和６年４月１日 新規採用職員辞令交付式



令和６年度津市職員採用試験のスケジュール

試験種別・試験日程・募集職種等（予定）

試験種別 第１次試験日 募集職種

新規採用試験
（６月試験）

６月１６日

新規採用試験
（９月試験） ※

９月８日

９月２２日

職務経験者
採用試験 ※

９月頃
（エントリーシート）

新規採用試験
（障がい者対象） ※

1１月３日

※９月以降の採用試験の募集職種は現時点での予定です。

事務職 技術職 技能員（清掃員等・調理員）

消防職 保育士

事務職 技術職（土木・機械・建築・電気）
保健師

事務職・技術職 事務職（障がい者対象）

言語聴覚士 学芸員 等

事務職（障がい者対象）

幼稚園教諭

NEW

保育士と幼稚園教諭の併願が可能

考古学知識に精通し、
遺跡の発掘や
遺物の調査など
技術・経験を有する人材



募集職種 採用予定人数
受験資格

資格（その他学歴要件有） 年齢

事務職 ２５人程度 特になし

１８歳から
３５歳まで
※令和７年４月１日

時点

技術職（土木） １０人程度

技術職
（機械・建築・電気）

保健師 ２人程度 保健師免許

令和６年度新規採用試験（６月試験）の概要①

募集職種・採用予定人数等

採用予定人数 計４０人程度

（各職種それぞれ１人程度）

３人程度

専門課程の履修者 または

・土木【１・２級土木施工管理技士】
・機械 【１・２級管工事施工管理技士】
・建築 【１・２級建築士】
・電気 【１・２級電気工事施工管理技士】

専門分野に関する有資格者



口述試験（個人面接）、
実地試験、ケース記述試験等

口述試験（個人面接）、
集団討議

教養試験、専門試験、
事務適性検査

６月１６日

７月中旬

８月中旬～８月下旬

※試験内容は職種により異なります

令和６年度新規採用試験（６月試験）の概要②
試験方法・日程

第１次試験

第２次試験

第３次試験

日

最終合格発表 ８月下旬

東京会場
も実施！



受験案内
入手方法

申込方法

本日（令和６年４月２２日 ）から配布開始！

津市ホームページからダウンロード

下記の窓口において配布

※ ＷＥＢ環境のない場合は、郵送で対応します。

受験案内配布・申込について

令和６年５月１日 ～ 令和６年５月３１日水 金

人事課、教育総務課、案内（市本庁舎１階）、アストプラザ （アスト津４階）、
東京事務所、各総合支所地域振興課、各出張所等

月

※申込開始日及び終了日を除く

インターネットで２４時間申込可能！



問い合わせ

総務部人事課
〒514-8611

津市西丸之内２３番１号
ＴＥＬ ：059-229-3106
ＦＡＸ ：059-229-3347

たくさんの応募お待ちしてます！
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